
 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度高知西高校 SGH 海外リサーチ     【シンガポール報告】 

「グローバル人材とは」 「日本の労働力不足を解決するには」 
上記２つの探究テーマを探るべく、9月 23 日からの５日間で、２年生８名が「シンガポールリサーチ」に参

加しました。東京都 23 区ほどの小さな国であるシンガポールが、建国５３年という短い歴史の中で、国際社会

の中で、経済的にも技術的にもトップレベルになりつつある秘密を探りに行きました。科学技術研究庁の

Experimental Therapeutics Centreをはじめ、2018 年世界大学ランキングで 11位であったシンガポール国立

大学、Hitachi Asiaという国際的な研究所、大学、企業で日本語、英語両方で取材を行ってきました。また、

JETRO Singaporeでは、シンガポールという国の概要を、カナディアンインターナショナルスクールではＩＢ

カリキュラムの授業見学と生徒同士の交流を行ってきました。 
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平成 27 年度文部科学省指定 スーパーグローバルハイスクール 

【Hitachi Asia】 【JETRO Singapore】 【シンガポール国立大学医学部】 

【Agency for Science, Technology and Research (A*STAR)】 【理化学研究所シンガポール事務所】 



 

 

 

《生徒の感想から》 

私はシンガポールリサーチが初めての海外で楽しみな気持ちと反面、英語での会話などには不安を抱えて出

発しました。シンガポールに着くと何もかもが日本の規模と違いとても驚きました。シンガポールは色々な人

種の人がいて街に出ると歩いている人が欧米の人だったりアジア系の人だったり、話している言語も英語や中

国語などで日本では絶対経験できないなと思いました。今年は本当に貴重な経験をさせて頂いて NUS(シンガ

ポール国立大学)で女性の社会進出について英語でディスカッションを行ったり、日立アジアで日本人の社員さ

んにお話を聞いたりしました。またカナディアンインターナショナルスクールでは同い年の向こうの学生など

と一緒に授業を受けたりしてとても楽しかったです。行ってからの会話はもうほとんどが英語で私は聞き取れ

なくてパニックになりかけたりしましたが、生の英語に触れる機会がそんなに多くないときにリサーチに参加

して生の英語の世界に触れられたのは自分にとって大きく価値のあるものだと思います。私以外英語科で普通

科は 1 人だったけどみんなに助けてもらいながら自分のためになるものにすることが出来ました。このリサー

チで学んだことを今後の取り組みに活かしていきたいです。 

シンガポールではなぜ女性の社会進出が活発なのか。それには様々な要因があった。1 つ目は政策である 。

例えば、5 年分の託児所代の補助や、子どもが病気になってしまったときに一定期間の休みをもらえるという

ものである。有給を取らなくても良いというところが驚きだった。2 つ目は収入である。シンガポールは平均

的に収入が高いため、メイドを雇ったりして家事や育児、介護の負担を軽減させることができる。メイドは国

家試験が必要であることに加え、毎月検査もあるなどとても厳しいことがわかった。3 つ目は文化である。男

性の家庭協力があるため、女性だけに家事や育児、介護の負担がかかることは無いのである。日本ではいまだ

に男尊女卑が残っている部分があるので、変えることができればいいと思う。これらの要因から、シンガポー

ルの女性の社会進出には、周りの環境が大きく関わっていることがわかった。また、女性の社会進出は労働者

の増加に大きく関わっていることから、シンガポールの経済成長にも関わっていると考えられる。その影響も

あってか、平均的に収入が高く、メイドを雇うための高額な料金も払うことができる、それが女性が行動をし

やすい環境ができることにつながっていると考える。シンガポールでは、女性の社会進出は、シンガポールの

経済成長にも関わっており、それがまた良い環境を作るひとつの要因になるという良いサイクルがあると考え

られる。また、これを日本に生かせるかどうかと考えたときに、シンガポールのようになるためには周りの環

境が重要なため、個々の層の意識改革が必要だと思われる。 

 

 

 

 

【A*STAR 井上雅文先生の講義】 【ガーデンバイザベイ】 【カナディアンインターナショナルスクール】 

「日本の労働力不足を解決するには」を探究しているグループは、現在までの探究内容を、１２月

１５日に東京国際フォーラムで開かれるスーパーグローバルハイスクール全校高校生フォーラム

で、英語によるポスタープレゼンテーションを行います。学校代表として頑張ってきてください。 

 


